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今季初の積雪 

雪遊びができる数少ないチャンス！ 

 

前日の天気予報からは“どれくらい降るのか！”という心配をしましたが、学校敷地にはうっすらと雪

が積もりました。子ども達は、運動場や植え込み、ブロックの上などにうっすら積もった雪をせっせと集

め、丸めたり、友達や先生と雪投げをし合ったりとめったにできない雪遊びに興じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今度は、もっとふかふかの大きな雪玉をつくって遊びたいものですね。次回に期待しましょう！ 

                                                                                                                                                                                                         

 

２学期後半がスタートして３日が経ちました・・・ 

 

 西っ子の２学期後半のスタートは、おおむねうまくいっているようです。寒さは一段と厳しくなっていま

すが、子ども達の表情や元気さはこれまでと変わらず、良い感じです。しかし、インフル

エンザは警報が出るほど流行期に入っていますので、本校でも今後が心配です。 

保護者様にお願いですが、体調がすぐれない場合は無理に登校させず、必要に応じて病

院受診をお願いします。また、これからの時期は、感染拡大防止のために具合が悪くなっ

たり、発熱したりした場合のお迎えをお願いする可能性が高まりますので、ご理解とご協

力をお願いします。 

手洗い、マスク着用、などの基本的な対策や十分な睡眠などを意識した生活をすることが重要ですね。 

                                                                                                                                                                 

 

大志を抱く 

少し前・・・いや、かなり前、「成人式」を迎えた日を思い出します・・・ 

  

 自分の将来の仕事ややりたいことなどの夢を持つことは、大切なことだと思います。自分の夢を叶えるた

めにとか、夢はみるものではなく叶えるものとかと思って生きてきました。しかし、もっと大切なことはそ

の夢の上にある「志」を立てることだと教えられました。 

 自分に向けたものが「夢」とするならば、「志」とは自分の外に向けたもの。自分の外とは、他者や社会

に向けることになります。例えばかつての戦争で心や体に傷を負った方たちが、世界の平和のために行動を

起こしていること。自然の災害にあった方たちが、復興を願ってその土地で行動をおこしていること。自分

のためということもあるでしょうがそれ以上に、「世界中から核兵器を無くす」とか、「壊れた人々の生活を

取り戻す」という意思。もしかしたら自分の代では成し遂げられなくても繋いでいく意思。このような思い

が、志です。 

 １月１３日は「成人の日」。これからの目標や夢はなにかな、将来どのような生き方をしたいかな、そし

て、志をどう立てるかなと考えてみてはどうでしょうか。 
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